













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































りほう お う き
部王記』には延長四（926）年６月２日、醍醐天皇の第16皇子、
成
なりあきら
明親王（延長４（926）年～康保４（967）年、後の村上天皇）が誕生した産養の五夜の儀（６
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月6日）の様子が記されている。
東宮産養、（中略）殿上酒数巡、余罷退、不知後儀、伝聞、其夜有碁手銭禄賜親王以下云々。（東
宮の産養があった。殿上で酒が数巡回され、自分は退出した。その後行われた儀式は知ら
ないが、伝え聞くところでは、その夜は碁手の銭が出され、親王以下に禄が給わられたそ
うだ。）
　同七夜の儀（６月８日）の記述でも碁手銭が出されている。
八日、夜内裏御産養、転聞之、三内膳調供物、内蔵設屯食及饗、幷有袿
うちぎ
・衾・絹・綿・
布及碁手銭、（八日、夜に内裏で御産養があった。これを伝え聞くところでは、三内膳が
供物を調理し、内蔵寮が屯食と饗宴を設けた。ならびに袿・衾・絹・綿・布と碁手銭があった。）
　産養や移徒の記述から考えれば、袿等も碁手銭も祝いの品であり、集まった者へ分配された
品である。
　碁手銭は物語の中にも登場する。紫式部の『源氏物語』の「宿木」の巻には、女二の宮の出
産に伴う産養の様子が描かれている。
御産養、三日は例の唯だ宮の御私事にて、五日の夜は、大将殿より屯食五十具、碁手の銭、
椀飯などは、世の常の様にて、子持ちの御前の衝重三十、児の御衣五重襲にて、御
おんむつき
襁褓な
とぞ、事々しからず。（産養の三日の夜は父宮のお催しで、五日には右大将から産養を奉っ
た。屯食五十具、碁手の銭、椀飯などという定まったものはその例に従い、産婦の夫人へ
料理の重ね箱三十、嬰児の服を五枚重ねにしたもの、襁褓などに目だたぬ華奢の尽くされ
てあるのも、よく見ればわかるのであった。）19）
　「世の中の常」とあるように産養の儀に碁手が出されるのは普通のことだったのである。
　しかし、以上の資料には攤・擲賽の文字は無く、碁手として用意された銭を分けるために何
が行われたのか書いていない。
　承平５（935）年９月５日に宮中の左衛門陣で饗宴が行われた。その際の碁について『吏部王記』
には、
立碁局二具、（中略）右衛門府進碁手銭十貫、常陸太守親王与右衛門督清蔭朝臣囲碁一局、
賭以今日所賜駒。（碁局二具を立てた。（中略）右衛門府が碁手の銭十貫を進
まい
らせた。常陸
太守親王と右衛門督である清蔭朝臣が囲碁を一局うたれた。賭は今日賜わった駒であっ
た。）
とあり、ここでは明らかに碁手が銭であったと記述してある。翌々日の承平５（935）年９月
７日に宮中行事の一つ駒
こまひき
牽が行われた。駒牽は東国で育てた馬を天皇の御前で披露した後に公
貴族がサイコロを振るとき
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卿らに下賜する年中行事で、その後饗宴となる。この９月５日の饗宴も駒（馬）を賜っている
ので、駒牽の饗宴と考えらえる。賭を駒としているので天皇より賜った駒を囲碁の賞品とした
わけだが、勝った者は碁手も手に入れたと考えられる。９月７日の饗宴については藤原師輔の
日記『九条殿記』に次のような記述がある。
此間有囲碁興、右金吾府碁手如例。（この間に囲碁の興があった。右金吾府の碁手はいつ
ものようであった。）
　その間に碁が打たれたが、いつものように右金吾府という宮中の機関が碁手を用意したとい
うことである。金吾府は衛門府の唐名での言い方である。ここでは明らかに碁手という言葉は
碁の賞金・賞品として用いられている。
　そして碁手銭の禁令が出される。まず天暦二（948）年に記録がある。『西宮記』には、
召弁少納言能碁輩。〈有酒肴（厨家以折敷二枚、調肴物云云）、天暦二年二月、停碁手〉。（弁
少納言はしばしば碁の相手を召した。〈酒肴があった（厨家が折敷二枚をもって肴物など
を整えた）。天暦二年二月に碁手を停止した。）
とある。また、永観二（984）年にも碁手銭の禁止令が出ている。法制書の『新抄格勅符』には、
一　応重禁制諸司諸衛官人饗宴碁手輩耳。（一つ　まさに重ねて諸司、諸衛、官人の饗宴
の碁手輩を禁制すべし）。
とある。
　ただその翌年、永観三（985）年４月30日の藤原実資の女児の誕生三夜の産養で実資の日記『小
右記』には、
　　相近朝臣出銭三十貫（相近朝臣が銭三十貫を出した）
と、銭が出されていることが書かれている。藤原実資は当時蔵人頭という朝廷の役人ではあっ
たがあくあまで一貴族であって皇族の産養ではない。その翌々日、５月２日の五夜の儀では、
今夜、前加賀守朝臣、遠資、遠業朝臣等、有所之饗、碁手儲。（今夜、前の加賀守朝臣、遠資、
遠業朝臣らにより所々の饗宴があり、碁手を儲けた。）
とあり饗宴で碁手が出された記述があるが銭か紙かの記述はない。さらにその翌々日、５月４
日の七夜の儀では、
其後、有擲采之戯、康平朝臣出碁手三十連。（その後、擲采の戯があった。康平朝臣が碁
手として三十連を出した。）
とある。三十連は紙の単位である。個人の産養でも碁手は紙となった。そしてこれ以降、碁手
は紙となり、その後ずっと紙のままで碁手に銭が出された記録は一件も見られない。藤原実資
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の件は銭が禁じられた直後の例外的な事例であって、碁手に銭を出すことは基本的に無くなっ
たと考えられる。
　後手銭禁止の理由だが、賭博の禁止ではないと考えられる。第１に平安時代には貨幣は非常
に粗末で流通も少なく、貨幣経済と呼ぶにはあまりにお粗末すぎた。このため、平安中期から
貨幣はほとんど用いられなくなったのである。第２に、これまでの資料を見ても10世紀初頭に
は碁手銭は身分で分配されるようになっており、賭博化の様子は見られない。流通が少なくな
り銭が使われなくなったことが大きな理由といえよう。
　実のところ庚申・産養・移徒で碁手が出されたという記録は古くからあるが、碁手が銭で攤・
擲賽の表記があるものは一つもない。碁手で銭が出された記録で何が行われたか記述があるも
のは、前述の935（承平５）年に囲碁で碁手が出された記述がある程度で、あとはなにが行わ
れたかの記述はない。攤・擲賽が行われた記述は、すべて碁手が紙になってからである。した
がって、事典や解説などで、攤の解説として「銭を賭けて行われた」とあるのは、すべて誤り
ということになる。いくつかの事典の解説や論文では「銭や紙を賭けて賽の目を競う遊戯であ
る攤が行われる」20）などとしている。碁手が出されているから攤・擲賽が行われたと早合点し
てしまっているのである。
　攤・擲賽の記録で現在わかっている最も古いものは応和２（962）年５月４日の庚申の日の
歌合わせである。『殿上人女房歌合』に、
内裏歌合。庚申。今夜内蔵寮設庚申具。亥刻召侍臣於御前打攤。（内裏の歌合せ。庚申。今夜、
内蔵寮が庚申の具を設けた。亥の刻に召侍臣を召し、御前において攤を打った。）
とあり攤が行われたことが書かれている。ただここには碁手が出されたことは書かれていない。
歴史物語の『大鏡』で藤原師輔が「でう六いでこ」と叫んで賽を投げたのはそれより前の天暦
４（950）年の庚申の日だが、ここにも碁手の記述はない。攤が打たれて碁手が出された記録
がある最も古いものは、永観３（985）年１月15日の庚申のときで、『小右記』の、
庚申。（中略）参殿、乗燭参内、有御庚申事、於石灰壇有擲賽之興、内裏寮献碁手紙。（庚申。
（中略）参殿した。乗燭が参内した。御庚申のことがあった。石灰壇において擲賽の興があっ
た。内裏寮が碁手紙を献じた。）
という記述である。その後は多数の記録がある。『権記』では長徳四（998）年10月29日に円融
天皇（天徳３（959）年～正暦２（991）年）の女御であった東三條院詮子（応和２（962）年
～長保３（1002）年）が一條院に還御した際の攤について、29日は、
今夜饗諸司儲之、有碁手〈紙〉、左大臣以下有打攤之戯、事了退出。（今夜の饗は諸司がこ
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れを儲けた。碁手〈紙〉があった。左大臣以下が打攤の戯を行った。事が終わって退出した。）
とわざわざ紙であると、注釈のように「紙」という文字が入れられている。この時は紙であっ
たと言うことが、あえて注釈として入れたと考えられる。
　その後は「紙を召して攤を打つ」という記述が多く用いられている。『紫式部日記』には寛
弘５（1008）年９月11日に誕生した一条天皇（天元３（980）年～寛弘８（1011）年）の皇子、
敦成親王（寛弘５（1008）年～長元９（1036）年、後の後一条天皇）の産養のとき、９月15日
の五夜の儀の様子として「紙の争い、いとまさなし。」と書いているが、『小右記』には、この
２日後の９月17日の七夜の儀のところで、
其後打攤、内蔵寮進攤紙、本宮又出攤紙（その後攤を打つ。内蔵寮、攤の紙を進
まい
らす。本
宮、また、攤の紙を出す。）
と記述しており、紙が出されたこと裏付けている。
　また、紙は位によって分けられており、良い目を出した者が取るというようなものは『紫式
部日記』にあるように「御橋」という公的な攤とは別な場所で行われるものであった。日記や
歴史書に多く見られる内裏での攤は「紙を賭けて行われた」ものではなかったのである。
３　「勝った者が取る」から「身分による配分」へ
　『西宮記』に「有仰有集攤。〈打高賽者候御前、最後打高目者取銭〉（仰せあり集攤あり。〈高
賽を打つ者御前に候。最後に高目を打つ者銭を取る。〉）」とあるように、攤では賭けられた銭
はサイコロの大きな目を出した者が取るとなっており、つまりは勝負に勝った者が取ることに
なっていた。しかし、この記述以外に勝った者が賞金・賞品を取ったという記録はない。同じ
『西宮記』に「庚申の遊び」として、
延喜十八（918）年８月20日、（中略）内蔵寮調酒肴、〈侍臣〉又進碁手銭十三貫、〈一貫御料、
九貫男房、三貫女房〉。（内蔵寮が酒と肴を整えた。〈侍臣〉がまた碁手の銭として十三貫
をすすめた。〈一貫は御料で九貫は男房に、三貫は女房に（分けられた）。〉
とあり、碁手として出された銭を分配したことが記されている。ここでは攤を打ったという記
述はないが、配分する割合が決まっていたため打つ必要がなかったのかもしれない。『うつほ
物語』では、
碁手二百貫オきて大きな櫃に入れて出されたる。上下あはせて二百余人ばかりあり。上臈
は五貫、中臈は三貫、下臈は一貫ずつ給フ。
とあり、身分の高い者が多く分配される仕組みになっている。
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　藤原師輔の日記である『九暦』には天暦４（950）年５月26日に村上天皇の女御である自分
の娘の藤原安子が憲平親王を出産した模様が記されている。七日目の閏５月１日に七夜の儀の
攤では、
五六巡後、分配碁手、親王三貫、納言二貫、参議一貫、殿上四位八百、五位六百、地下四
位六百、五位四百、六位以下不預予、
となっており、位の高い者には多く、下がるにしたがって減っているのがわかる。
　『九暦』には天暦４（950）年７月10日に、村上天皇と女御である師輔の娘の藤原安子と孫に
当たる承子内親王が藤原遠規宅より中御門家に移徒したことが記されている。この際の碁手も、
碁手五十貫、分配法〈最上四位一貫、五位八百、六位六百、地下五位六百〉、子刻各分散、
遺銭二十余貫入於内方云々。（碁手として五十貫（が出された）。分配法は〈最上の四位に
は一貫、五位には八百、六位には六百、地下五位には六百〉。子の刻にそれぞれ分けた。残っ
た銭の二十余貫は内方に入れた等々。）
と書かれており、やはり上位の者から多く分けられていたことが知れる。同じ年の７月23日に
は５月24日に誕生した村上天皇の第２皇子、憲平が親王となる皇子立太子の祝いが行われてい
る。『九暦』には、
本家設碁手二十貫、十貫殿上侍、十貫給四陣、「近衛各三貫、兵衛各二貫、十五貫本家女房」
と、部署ごとに分けたことが記されている。そして翌月の８月５日には憲平親王の生誕百日の
祝が行われ、
碁手五十貫、〈十貫殿上、十貫碁所、五貫女官、十貫四陣（近衛各三貫、兵衛各二貫）、
十五貫本家女房〉
と書かれているように、この日も碁手が出され、立太子の祝い同様に分けたことが書かれてい
るが、一人あたりいくらかはわからない。ただこれらは攤を打ったともほかの遊びをしたとも
記されておらず、単に分配のみ行われたとも考えられる。ともかくも貴族たちが集まった際に、
碁手として出された銭は身分に応じて高い者に多く低いものに少なく分配されるものであった
といえる。
　攤が打たれた記述を見てみる。『小右記』の正暦３（992）年11月27日に一条天皇の中宮、定
子が二条院に移御した。ここで、
数盃之後打鐘《攤歟》、以紙為贈物、公卿以下給禄有差〈公卿大褂（おおうちぎ）〉（数盃
の後、鐘（攤か？）を打った。紙を贈り物とした。公卿以下は禄を給わった。差があった。
〈公卿は大褂（おおうちぎ）であった。〉）
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とあり、『権記』の長保２（1000）年10月11日、一条天皇が内裏へ還御した際の攤でも、
　　諸卿擲采之戯、給禄有差（諸卿が擲采の戯を行った。禄を給わった。差があった。）
となっている。『新儀式第四』の寛弘３（1006）年の項でも、
御庚申事。（中略）内蔵寮弁備酒饌。賜之侍臣。又進碁手。〈先献御料物。分男女房〉。王
卿依召候御前。御厨子所供菓子干物御酒。終夜之間。有打埵之事。或有賦詩献歌之事。及
于暁更令侍臣奏絃管。遅明給禄有差。（御庚申の事。（中略）内蔵寮弁が酒饌を準備した。
これを賜わった侍臣が碁手を進めた。〈先に御料物を献じ、男女房に分けた〉。王卿を御前
に召した。御厨子所が供菓子と干物と御酒を供えた。夜通し攤が打たれた。あるいは詩を
賦し献歌を献じた。暁に及んで更に令侍臣に絃管を演奏させた。明け遅くに禄を給わり差
があった。）
　寛弘５（1008）年９月11日に一条天皇の中宮、藤原彰子が敦
あつなり
成親王（寛弘５（1008）年～長
元９（1036）年、後の後一条天皇）を出産した際の産養の五夜の儀でも『小右記』には、
有擲采之戯、臨暁更大臣以下殿上人等給禄、有差（擲采の戯があった。暁に臨んで更に大
臣以下の殿上人等禄を給わる。差あり）
と、攤の禄に差があったと書かれた記述は多い。
　源経頼（寛和元（976）年～長暦３（1039）年）の日記『左経記』では、万寿３（1026）年
12月９日に後一条天皇の中宮、威子が章子内親王（万寿３（1027）年～長治２（1105）年）を
出産した産養の様子が記されているが、11日の三夜の儀では、
次いで禄を上達部に賜ふ〈関白殿、女装束一具・織物五重・褂一領。右府・内府、各、女
装束一具・織物三重・褂一領。大納言四人・中納言四人、各、女装束一具。宰相七人、各、
綾の褂一領・袴一具。殿上の四位、褂一領・袴一具。五位、褂一領。六位、袴一具。〉。少
納言惟忠〈褂一領。〉・民部丞〈単衣重。件の二人、御遊一両の為、召す所なり。今日の禄、
皆、白を以て之を給ふ。裳、白。〉。次いで主殿の立明の官人三十五人を召し、禄を給ふ〈允
以下、皆、疋絹。〉。次いで右府の随身等を召し、腰指を給ふ〈官人・舎人、皆、疋絹。〉。
と記され、賜った品物の内容が細かく記されている。同書には長元７（1034）年７月18日に尊
仁親王が誕生したときの五夜の儀の攤でも記載されている。
納言以上移着之後、奉碁手紙集攤、了賜禄、〈内府女装束一具、織物袿一領、納言織物袿袴、
宰相小袿袴、殿上四位袿一重袴、今夜禄皆白、但殿無御禄云々〉。（納言以上が移着した後
に、碁手紙を奉り集攤（があった）。終わって禄を給わった。〈内府は女装束一具と織物袿
一領であった。納言は織物と袿と袴、宰相は小袿と袴、殿上四位は袿と一重袴、今夜の禄
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は皆白であった。ただし殿には禄はなかった。〉）
　どちらも明らかに位の上の者の方が価値のあるものを賜っている。
　碁手が銭である時代に10世紀のうちに、碁手の銭も品物も位によって分配されるようになっ
た。それは攤があってもなくても同様であった。『西宮記』にあるように、攤が大きな目を出
した者が多くを取るゲームとして行われたとしても、すでに10世紀前半には形骸化していた。
当初碁手は銭であったが、身分によって分配されるようになり、銭が禁止され物になっても同
様に身分の上の者から高価なものが分配された。攤には碁手として紙が出されるようになった
が、それも大きな目を出した者が多く取るのではなかった。攤は単に順番にサイコロを振るだ
けのものとなったのである。
４　６面異なるサイコロから同じ目のサイコロに
　当初は普通の、いわゆる１から６までの面が一つずつあるサイコロを使用していたと考えら
れる。これは『西宮記』に、サイコロを振って一番大きな数を出した者が賞品・賞金を取った
ということから明らかである。承徳元（1097）年10月11日、堀河天皇が二条殿から新造の高陽
院へ移徒した際も擲賽が行われたが、平時範の日記『時範記』には、
蔵人盛家参上擲賽、次下官参上、取筒、殿下令入賽□、下官打畳六退（蔵人の盛家が参上
して賽を擲げた。次に下官が参上し、筒を取り、殿下が賽を入れさせた。下官は畳六を打っ
て退いた）
とある。賽の目の記載があるのはこれぐらいであり、非常に興味深い。錦織和晃は、
「畳六」が偶然出たと言うよりは、あたかも当然のことであるかのような、簡略な書き方
である印象を受ける。もしそうであれば、十一世紀末には目が六のみの特殊な賽が用いら
れていたことになる21）。
と書いているが、もしすべての目が６なのであれば、わざわざ「畳六を打って」とは書かない
のではないだろうか。当然、サイコロの目に差があったはずで、それは通常の１から６の目が
一つずつあったサイコロを使用したのではないだろうか。この後示す資料で６だけの賽が使わ
れていることから、畳六という良い目を出すことが目的だったとすれば、一般的な１～６の目
の賽を用い、６のぞろ目が出るまで振り、出たので退いた、と読んだ方が良いと考える。
　応保２（1162）年３月28日に二条天皇が高倉殿から二条東洞院へ移徒した際に攤が行われた
が、そのことを記した中
なかやまただちか
山忠親（天承元（1131）年～建久６（1195）年）の日記『山槐記』に、
賽、〈以木作之、五六目許、各面ニ指之、皆六歟如何、可尋〉。（サイコロだが、木で作っ
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てあり五六目ばかりある。各面にこれがあり、すべて６となっているのはどういうわけだ
ろうか。聞いてみるべきだろう。）
とある。また、元久元（1204）年８月８日に後鳥羽上皇が御辻殿に移徒した際に行われた攤に
ついて藤
ふじわらのみつちか
原光親（安元２（1176）年～承久３（1221）年）の日記『中都記』にはつぎのように
書かれている。
次召筒賽、〈右衛門佐持参之、置円座上、筒賽細工所調進之、賽皆六目也〉（次に筒と賽を
呼んだ。〈右衛門左がこれを持ってきて円座の上に置いた。筒と賽は細工所がこれを調進
した。サイコロは目がすべて６である。〉）
　ここでも賽の目がすべて６という特殊なサイコロが用いられたということがわかる。
　江戸時代にも同様の記述がある。安土桃山時代から江戸時代前期に生きた公家、正二位権大
納言、日
ひ の
野資
すけかつ
勝（天正５（1577）年～寛永16（1639）年）の日記に『資勝卿記』がある。この
日記は慶長17（1612）年より寛永15（1638）年まで書かれているが、その中に後水尾天皇（文
禄５（1596）年～延宝８（1680）年）の中宮、徳
とくがわまさこ
川和子（慶長12（1607）年～延宝６（1678）年）
が寛永三（1626）年11月13日に高
すけひと
仁親王（寛永３（1626）年～寛永５（1628）年）を出産した、
その産養の模様が記述されている。11月15日の三夜の儀では攤が行われている。なおこの日記
では「ダ」とカタカナで記されており、「攤」を「ダ」と呼んでいたことが確認できる。
権亮、公卿末座の辺に来、第一の公卿に目ス。ダノ間ニ召之由成。（中略）光賢卿陪善、
四位五位雲客手長、供了撒之、次ダノ間の高灯台ヲ替切灯台、〈六位役之〉次六位蔵人敷
ダノ円座、（中略）次権大進共綱、筒ニ〈筒長サ七寸許、丸サモ六七寸有之〉、木ノサイ二
ツ入、持参シテ円座ノ右ノ方ノ端ニ置退、サイハ皆六ヲ之ニサス也。）
と、サイコロの目がすべて６であったことが記述してある。日記には２日後の11月17日の五夜
の儀でも攤が行われたことが、４日後の11月19日は七夜の儀で攤が行われたことが記されてい
る。
　この産養は、公家の中
なかのいんみちむら
院通村（天正16（1588）年～承応２（1653）年）の日記にも次のよう
に記述がある。
置了六位参進打攤、〈賽諸方六目也。以檜木造之、去三夜之時予申付之、覚悟用揚弓箭取
筒了、桑木か、以漆ウスク塗タル四寸許ノ筒也。〉、旧記云、以蘇芳造之云々、然共当時用
之双六之筒用竹（置き終えて六位が参進して攤を打った。（サイコロのすべての目が６で
ある。檜で作ってある。先日の三夜のときに自分が申し付けて作った。）
　ここに間違いなく各面が６のサイコロであり、通村が作らせたことが記録されている。通村
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がなぜ、すべての面を６にしたサイコロを作らせたかについての説明はない。しかし、６の目
を出せば良いのですべて６の目のサイコロを作ったのは間違いない。とすれば普通のサイコロ
のときは各自６のぞろ目が出るまで行っていたと考えられる。そして通村は、６が出るまで待
つのがまだるっこしく、それならばすべての面が６のサイコロを作ってしまえば一人一回振れ
ば済むので時間の節約になる、と考えたのではないだろうか。
　なお『資勝卿記』の「サイハ皆六ヲ之ニサス也」の記述について、増川宏一は『さいころ』
の中で「サイハ皆六ヲ三ニサス也」と読み、「六の目を三にするという意味なのであろうか」「意
味不明」と書いている22）。筆者は国文学研究資料館所蔵の『資勝卿記』の原文画像を確認する
ことができたが、それを見ると「六ヲ」の次の文字は「之」にも「三」にも読めるため、増川
か、増川が参照した資料の執筆者が読み誤ったものと考えられる。「三」では増川が指摘する
通り意味が不明で、意味が通る「之」が正しいと考えられる。
　すべての目を６にしたことは、サイコロを振ることが形式化し、目の数の大小で勝敗を競う
ようなことが無くなったことを示す。賭け物が紙となり、その配分も位の高いものが多く取る
と言うことになったため、サイコロを振るのは形式的なものになったのであろう。６にしたの
は、大きいものが勝つという名残で、全員に６のぞろ目を出してもらい喜んでもらうような意
味があったと考えられる。このようにして形骸化したことが、攤を面白くなくし、行われなく
なることになったと考えられる。
第４章　まとめ
　攤・擲賽（采）は当初、貴族が集まった時に行われるゲームであった。銭や物を賭けて良い
目を出した者が取るという単純なものである。貴族が集まるのは何らかの行事のときである。
多く記録に残されているのは宮中行事であるが、そのような場合で貴族が集まったときは、碁
手と呼ばれる金品が提供された。これらは身分によって分配された。当初は銭であったが、貨
幣経済が十分発達していなかったため銭は禁止となり品物に変わった。攤の場では紙が用いら
れるようになった。品物や紙は主催者から提供された。宮中行事として行われる場合は宮中の
機関が提供するようになった。攤は産養や移徒といった儀式の際も、その中の一つの項目とし
て行われるものであった。なぜか。「人が集まるから」ではないだろうか。人が集まるからゲー
ムをして時間をつぶせ、ゲームだから勝敗があるので、賞品を出そう。そういう発想ではなかっ
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たか。
　「移徒」の場合、移動後であり、移動前の占いではない。移動後の今後の幸福・無事・など
を祈る意味があったのかもしれないが、副次的なものであろう。「産養」の場合も、出産後な
ので無事の出産祈願では無い。無事な成長を願う意味があったのかもしれないが、それも副次
的なものであろう。そのような文言もない。攤についての論文を著した錦織和晃は最後のまと
めとして、
当時の人々が賽の持つ力を強く信じていたと考えて間違いないであろう23）。
と書いているが、そういうことは考えていなかったといえよう。
　攤・擲賽は集まった者への主催者からの礼として金品を出し、ゲームで分配を決めたのが最
初と考えられる。当初、攤・擲賽の「戯」としていたのはそのためであろう。その後はただの
儀礼となった。この区分は戯と儀で区別できる。儀礼になりサイコロは６の目のみになった。
ゲームで無く、良い結果を出すためであろう。
　その後、攤は略されることが多くなった。『民経記』の正元元（1259）年８月11日に後深草
天皇（寛元元（1304）年～嘉元２（1304）年）が五条大宮の新造仙洞に移徒したことが記され
ているが、
次置公卿懐紙、次人々起座、無擲攤儀歟。（次に公卿が懐紙を置いた。次に人々は座を立っ
た。擲攤を擲げる儀はなかった）。
　また同年10月21日には後嵯峨上皇（承久２（1220）年～文永９（1272）年）が新造の二条殿
に移徒したことが記されているが、
殿上盃酌、吉書次第如例、被略攤儀云々。（殿上が盃酌した。吉書の次第は例のごとく。
攤の儀は略されたなどなど。）
と、攤が行なわれなかったと書かれている。室町時代の皇族、伏
ふしみのみやさだふさ
見宮貞成親王（応安５（1372）
年～康正２（1456）年）の日記『看聞日記』の応永24（1418）年閏５月19日には、東洞院の新
仙洞への移徒が記述されているが、ここでも、
　　攤賽被略之。（攤賽はこれを略された。）
と行われなかったことが記されている。わざわざなかったことを書いているということは、そ
れまでは通常行われていたと考えてよいだろう。13世紀後半より、攤の記述は非常に少なくなっ
ている。そして室町時代になるとまったくと言ってよいほど攤・擲賽は行われなくなった。庚
申ではほかの遊びに移ったことが、そのほかではサイコロを振って紙をもらうだけのことに行
う意義を見出せなくなったことが主な原因でないかと考えられる。遊びとしても、儀式として
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も意味のなくなった行為は省略してもなんら問題がなくなったのであろう。
　当初は遊びとして行われていた攤・擲賽は、庚申・産養・移徒の際に集められた品々を分配
するための儀式と変化したが、後に品々は身分により分けられるようになった。攤・擲賽は一
人１回賽を振るだけのものとなり、その意味を失って消えていったのである。
　このように遊び・ゲームが変質して消えてしまったものは攤・擲賽だけではない。たとえば
茶は飲んで味を当てるゲームであったが、芸道に変わってしまい、味を当てるゲームは茶カブ
キと呼ばれる、茶道の中のほんの一部になってしまった。数多くあった舟の競漕は多くが祭礼
に変化し、競わず見せるものになってしまったものが多い。石や餅を持ち上げる遊びも綱引き
も、祭礼や神事になって勝敗は形だけになったものが少なくない。時代の流れとともに遊びの
意味や遊びに対する人々や社会のイメージが変化し、形を変えることで存続を図っていること
を考えればやむを得ないものがあるが、歴史の中から一つのゲームが消えたという意味では寂
しさを感じざるを得ない。
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